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平成24年度　施政方針

３月５日の平成24年第１回西原町議会定例会で、上間明町長が述べた平成24年度施政方針は次のとおりです。

　

１　

は
じ
め
に　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

本
日
、
平
成
24
年
第
１
回
西
原

町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
今
年
度
の
町
政
運
営

の
基
本
と
な
る
平
成
24
年
度
予

算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
の
説
明

に
先
立
ち
、
ま
ず
町
政
運
営
に
あ

た
っ
て
の
私
の
所
信
の
一
端
を

申
し
上
げ
、
議
員
各
位
及
び
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。　

　

さ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
危
機

に
端
を
発
し
た
欧
州
債
務
危
機

は
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
の
包
括
的
支
援
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
経
済
に
解

決
の
糸
口
の
見
え
な
い
債
務
不

安
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
昨
年
８
月
に
は
円

が
戦
後
最
高
値
を
更
新
し
、
デ
フ

レ
脱
却
や
震
災
復
興
を
目
指
す

日
本
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与

え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
前
政
権
か
ら
の
改
革

を
受
け
継
い
だ
野
田
政
権
が
誕

生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
２

月
、
我
が
国
の
将
来
を
左
右
す
る

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
大

綱
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
が
、
今

だ
に
政
局
は
不
安
定
な
状
況
か

ら
脱
却
で
き
ず
、
こ
の
国
の
形
が

ど
う
変
わ
る
の
か
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
中
央
と
地
方
の
関
係
が

ど
の
よ
う
な
制
度
や
仕
組
み
と

な
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
く
の
か
、

今
後
と
も
注
視
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
本
県
に
お
い
て
は
、
普

天
間
基
地
移
設
問
題
で
揺
れ
る

中
、
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
の

実
現
に
向
け
、
新
た
な
沖
縄
振

興
計
画
と
さ
れ
る
沖
縄
21
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
（
仮
称
）
が

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て

も
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

（
案
）」
の
理
念
に
基
づ
き
、「
文

教
の
ま
ち
西
原
」
の
さ
ら
な
る
発

展
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
平
成
24
年
度
は
、
沖
縄
振

興
特
別
推
進
交
付
金
（
仮
称
）
の

制
度
創
設
が
実
現
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
沖
縄
振
興
に
資
す

る
事
業
で
、
沖
縄
県
の
特
殊
性
を

生
か
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
が
、
各
市
町
村
の
事
業
の

企
画
力
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　

さ
て
、
私
は
就
任
か
ら
早
く
も

３
年
５
ケ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
町
民
の
負
託
に
応
え

る
た
め
、「
町
民
の
目
線
に
立
ち
、

町
民
本
位
の
町
政
」
を
基
本
理
念

に
、

一　

平
和
な
く
し
て
町
民
福
祉

　

な
し
。
平
和
が
す
べ
て
の
原
点

一　

町
民
が
主
体
の
「
協
働
参
画

　

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進

一　

町
民
の
税
金
を
大
切
に
使

　

う
予
算
執
行

一　

職
員
と
の
信
頼
関
係
の
上

　

に
、
職
員
が
能
力
を
十
分
に
発

　

揮
で
き
る
風
通
し
の
よ
い
職

　

場
づ
く
り

を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
着
実
に
確

か
な
行
政
運
営
を
確
立
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
、
時
代
は
大
き
な
変
革
の
時

を
迎
え
て
い
ま
す
。
国
も
技
術
革

新
と
国
際
化
と
い
う
大
き
な
潮

流
の
中
で
、
そ
の
在
り
方
を
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
も
自

治
の
理
念
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
時
代
の
中
で
、
私
た
ち
は

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
改
革
と
創
造
」
は
、
私
た
ち

西
原
町
民
が
等
し
く
担
う
べ
き

テ
ー
マ
と
い
う
認
識
の
下
に
行

政
改
革
を
推
進
し
、
財
政
の
健
全

化
、
効
率
化
を
図
り
、
西
原
町
の

確
か
な
未
来
を
創
造
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
予
算
編
成
は
、

引
き
続
き
大
変
厳
し
い
財
政
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

（1）
庁
舎
等
複
合
施
設
建
設
工
事

（2）
地
域
防
災
計
画
策
定

（3）
西
原
町
名
誉
町
民
条
例
及
び
西

　

原
町
町
民
栄
誉
賞
規
則
の
制
定

（4）
第
3
次
西
原
町
男
女
共
同
参
画

　

計
画
策
定

（5）
広
域
火
葬
場
・
斎
場
基
本
構
想

　

及
び
基
本
計
画
策
定

（6）
西
原
町
墓
地
基
本
条
例（
仮
称
）

　

の
制
定

（7）
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　

タ
ー
事
業

（8）
新
規
認
可
保
育
園
建
設
費
補
助

　
（
西
原
保
育
所
廃
止
に
伴
う
認

　

可
保
育
園
建
設
）

（9）
認
可
保
育
園
移
転
建
設
費
補
助

　

事
業

（10）
第
６
回
西
原
町
の
産
業
ま
つ
り

（11）
農
産
物
直
売
施
設
商
圏
調
査

（12）
平
園
線（
仮
称
）道
路
整
備
事
業

（13）
小
橋
川
上
原
線
道
路
整
備
事
業

（14）
我
謝
白
川
原
道
路
予
備
設
計

（15）
都
市
公
園
安
全
・
安
心
対
策
緊

　

急
総
合
支
援
事
業

（16）
坂
田
小
学
校
耐
力
度
調
査

（17）
西
原
中
学
校
耐
震
診
断
調
査

（18）
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
の

　

実
施

（19）
内
間
御
殿
保
存
管
理
計
画
の
策

　

定
な
ど
、
主
な
新
規
事
業
を
は
じ

め
、
諸
施
策
に
つ
い
て
予
算
編
成

し
ま
し
た
。

　

以
上
、
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢

及
び
平
成
24
年
度
の
予
算
の
特

徴
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
次
に

執
行
体
制
と
行
財
政
の
確
立
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２　

執
行
体
制
と
行
財
政

　
　
　

の
確
立

　

執
行
体
制
に
つ
い
て
は
、
新
規

事
業
や
継
続
事
業
へ
の
対
応
を

は
じ
め
、
地
方
分
権
に
よ
る
権
限

移
譲
な
ど
に
伴
い
、
事
務
事
業
、

行
政
需
要
は
年
々
増
大
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

国･

県
か
ら
の
事
務
の
権
限
移
譲

へ
の
対
応
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
西
原
町
行
政
改
革
大
綱
を
踏

ま
え
て
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を

推
進
し
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
は
、
そ
の
地
域
に

お
け
る
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業

で
あ
り
ま
す
。
町
民
は
最
大
の
顧

客
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
、
明

る
く
さ
わ
や
か
な
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
通
し
て
親
し
み
易
い
職
場

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地

方
分
権
の
進
展
に
対
応
し
、
職
員

の
資
質
の
向
上
と
職
場
の
活
性

化
に
向
け
て
、
引
き
続
き
職
員
の

自
発
的
な
自
治
研
究
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

　

本
庁
舎
は
、
建
築
か
ら
44
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
、
狭
隘
化
に
よ

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
面
で
不
便

を
き
た
し
て
お
り
、
庁
舎
建
設
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
前

年
度
は
庁
舎
等
複
合
施
設
の
実

施
設
計
が
完
了
し
、
敷
地
造
成
工

事
に
着
手
し
ま
し
た
。
今
年
度
は

庁
舎
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
町

民
ホ
ー
ル
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
複
合
施
設

建
物
本
体
建
設
工
事
に
着
手
し

ま
す
。
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
町

内
企
業
へ
の
優
先
発
注
に
努
め

ま
す
。

　

行
政
運
営
の
公
正
の
確
保
や

透
明
性
の
向
上
及
び
町
民
の
権

利
利
益
保
障
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情

報
保
護
制
度
の
運
用
・
強
化
を
図

り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
地
方
財
政
は
、

社
会
保
障
関
係
経
費
の
自
然
増

や
公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移

す
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
本
町
財
政
に
お
い
て
も
、

歳
入
面
で
は
、
地
方
交
付
税
・
国

庫
支
出
金
・
地
方
債
に
依
存
し
た

構
造
に
な
っ
て
お
り
、
自
主
財
源

の
確
保
は
、
最
重
要
課
題
で
あ
り

ま
す
。

　

自
主
財
源
の
大
宗
を
な
す
町

税
に
つ
い
て
は
、
未
申
告
者
に
対

す
る
申
告
勧
奨
や
実
地
調
査
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、
県
税
・
国

税
と
の
連
携
を
強
化
し
、
課
税
客

体
の
的
確
な
把
握
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
税
の
公
正
、
公
平
性
の
観

点
か
ら
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し

て
は
滞
納
処
分
を
行
い
、
そ
れ
で

も
納
付
に
至
ら
な
い
場
合
は
、
不

動
産
公
売
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な

ど
を
実
施
し
滞
納
整
理
を
よ
り

一
層
強
化
し
ま
す
。

納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
と
収

納
確
保
に
向
け
、
町
民
税
・
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の
コ
ン
ビ

ニ
収
納
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
課
題
と
な
っ
て
い
る

町
有
地
に
つ
い
て
は
、
財
源
確
保

の
観
点
か
ら
積
極
的
に
処
分
に

向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
人
件
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
の
割
合
が
高
く
、
弾

力
性
に
乏
し
い
構
造
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す

が
、
歳
出
削
減
の
た
め
の
事
務
事

業
の
総
点
検
を
実
施
し
、
効
率
的

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

次
に
、
平
成
24
年
度
主
要
施
策
の

概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３　

平
和
事
業
の
推
進

　

去
る
大
戦
で
は
10
数
万
人
の

県
民
が
犠
牲
に
な
り
、
本
町
に
お

い
て
も
当
時
の
住
民
の
約
半
数

近
く
の
尊
い
命
と
多
く
の
財
産
、

そ
し
て
貴
重
な
文
化
遺
産
や
自

然
を
失
い
、
今
だ
に
不
発
弾
の
処

理
や
遺
骨
収
集
な
ど
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
私
は
平
和
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
町
政
の
最
重
要
課
題
と
し

て
位
置
づ
け
、
あ
の
忌
ま
わ
し
い

沖
縄
戦
の
悲
劇
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、「
命
ど
ぅ
宝
」
を
後
世
に

語
り
継
ぎ
、
平
和
な
社
会
建
設
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
優

先
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
平
和
事
業

推
進
委
員
会
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
今
年
度
は
６
月
を
平
和

月
間
と
し
て
設
定
し
、
平
和
音
楽

祭
、
町
内
戦
跡
講
座
、
平
和
の
語

り
べ
に
よ
る
平
和
学
習
や
戦
争

体
験
証
言
集
「
平
和
へ
の
証
言
」

を
活
用
し
て
の
平
和
教
育
な
ど

各
種
平
和
事
業
を
推
進
し
て
一

層
の
町
民
の
平
和
意
識
の
高
揚

と
恒
久
平
和
の
実
現
を
め
ざ
し

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
16
年
の
沖
国
大
へ

の
ヘ
リ
墜
落
事
故
後
、
米
軍
普
天

間
飛
行
場
へ
の
飛
行
ル
ー
ト
が

変
更
さ
れ
、
軍
用
機
の
騒
音
で
町

民
か
ら
の
苦
情
が
増
え
て
い
ま

す
。
米
軍
基
地
の
存
在
に
脅
か
さ

れ
て
い
る
の
は
、
本
町
で
も
同
様

で
、
平
成
22
年
10
月
に
、
西
原
町
、

豊
見
城
市
、
南
風
原
町
、
与
那

原
町
、
中
城
村
の
５
市
町
村
で
構

成
す
る
「
米
軍
基
地
の
所
在
し
な

い
市
町
村
連
絡
協
議
会
」
を
発
足

し
、
防
衛
大
臣
他
関
係
閣
僚
に
対

し
、「
要
請
書
」
を
提
出
し
ま
し

た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
要
請
活

動
を
推
進
し
ま
す
。


